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1. はじめに(研究の背景・目的)
本研究の目的は、近世福井城下における寺町・寺院集積地の景観形成とその地域性について明
らかにすることである。
江戸時代、各藩の政治・商工業・交通の中心として城下町が発展した。大名の居住する城の周
囲には上級武士や中級武士の屋敷、その外側の街道や水路に沿って職人や商人の住む町人地、さ
らに下級武士の居住地や寺院・神社がその外縁に配置された。城下町では、寺院を計画的に配置
した地区を一般に寺町としづ。寺町は宗教勢力を、城郭を中心とする城下町に組み込んだもので
あった。
福井城下においても福井城を中心に町割が施され、城郭から遠ざかるにつれ、上級武家屋敷→
中級武家屋敷→水路→町人地→寺院、とじ、うように区分されていた。広い境内を持つ寺院は、要
塞的役割をもつものとして城下町の一番外に配置された。
2. 研究方法
近世において複数の寺院を計画的・人為的に配置した地区が「寺町J だが、福井城下には「・・
寺町j と名のつく地域の他に「・・寺町J と名の付かない地域があり、後者にも寺院集積してい
る場所が数カ所ある。 本研究では、両者を総称して「寺院集積地J 1 )と呼ぶ。
本研究では以下に挙げる資料をもとに寺院の所在地を把握し、寺院集積地の変容をみる。
絵図 1 万治 2年 (1659) 以前『福居御城下之絵図~ (図 1 ) 
本図は福井城下の全貌を描いたものである。 この絵図より古い絵図は他にも存在するが、
城下町全体を描いた絵図はこれが最初のものと考えられる。 原図の裏に「寛文九己酉年四月
十五日」の記載があるが、小林健寿郎氏や松原信之氏2) らがこの絵図の年代推定を行い、万
治 2年 (1659) 以前の絵図と考えている。万治 2年 (1659) の大火で類焼移転する西別院・
興宗寺・真宗寺・千福寺・昭護寺などを描くのがその根拠である。
絵図 2 貞享 2 年 (1685) W福居御城下之絵図~ (図 2)
貞享 3 年 (1686) の大法直前の絵図で、万治 2年 (1659) ・寛文 9年 (1669) の大火後の
城下の様子がわかる。
絵図 3 正徳 3 年 (1713) W福井御城下之絵図~ (図 3)
寺院集積に変化はみられないが貞享の大法後のため、侍屋敷・足軽屋敷地が空き地になり
城下町の衰退がわかる。
絵図 4 文化 3 年 (1806) W福井御城下之絵図~ (図 4)
(キーワード: 寺院寺院集積地福井城下寺町近世景観)
*Sl?obu Kawabata (Graduate School ofEngineering, Fukui University) 
"Masaya Fujita (Faculty ofEngineering, Fukui University) 
- 57-
河端 しのぶ・ 藤田 勝也
享保 6 年 (1721) 松岡藩五万石は併合されて福井藩は 25 万石から 30 万石となった様子が
わかる。松岡藩からの寺院が福井城下に移転している。
地図 1 明治 19 年 (1888) W福井市街全図~ (図 5)
明治期に入ると、国家機関が近代地図の作成に力を注ぐ一方で、新しい地方行政制度・同
区画の成立に呼応して、府県当局でもかつての国絵図に替わるものとして、当該府県の管内
地図や県・郡単位の行政区画図などを作成している。 城下絵図に替わる新しい都市図の作成
は主に民間サイドで進められており、本図は民間人の手によってつくられた福井県最初の市
街地図である。
史料 1 貞享 2年 (1685) W御城下絵図別記寺社~ (松平文庫)
貞享 2 年の福井城下絵図作成のため記され作成されたものであり、宗旨・山号・院号・本
末関係・所在町が記載されている。
史料 2 正徳 3年 (1713) W御城下絵図別記寺社~ (松平文庫)
貞享 2年と同様に正徳 3年の福井城下絵図作成のため記され作成されたものであり、宗
旨・山号・院号・本末関係・所在町が記載されている。
史料 3 安永初年 (1772"'76) W福井城下寺社号誌』
成立年代は不明であり、安永元年 (1772) 以降の成立であることは判明するが、記載され
ている曹洞宗恵雲寺が安永 5年 (1776) に三国に寺号移転しているので、安永元"'5年 (1772
"'76) までの成立と考えられる。宗旨・所在町・本末関係が記載されている。
以上の資料から、石場寺町・西御堂寺町・田原寺町・外中嶋寺町・勝見村・大谷派福井別院・
九十九橋北・足羽山北・足羽山東・足羽山南(し、ずれも仮称)の計 10 カ所の寺院集積地が読み
取れる(表 1 "'10 参照)。
3. 福井城下における寺院集積地の沿革
(1) 城下成立~万治2年以前(図 1)
福井城下町(寺院集積地)の形成期は大きく分けて、柴田勝家が越前国主となったときと結城
(松平)秀康が福居に転封したときの 2 回である。 前者の柴田勝家は天正 3年 (1575) に越前国
主となり足羽川北岸北庄に築城し、 すでに廃境となっていた一乗谷(朝倉氏が町を形成していた)
や近辺の寺社などを北庄に移転させる。その後柴田勝家が落城したのち、丹羽長秀・長重、堀秀
政・秀治、小早川秀秩、青木秀以らが 20 年余り北庄城主となり統治する。 この間も城主の寺地
寄進による新たな寺岡l設や多くの寺院移転がみられる。
結城(松平)秀康が慶長 6 年 (1601) に結城(現茨城県)より転封、越前松平藩が成立する。
彼は北庄城の再建に着手し、城は柴田勝家の北庄城本丸より北へ移動し(現在地)、慶長 11 年
(1606) に完成する。 この際にもわずかであるが、寺院移転がみられる。 結城(松平)秀康の結
城からの転封により、家臣・寺社など多くが北庄に移り 3)、寺社地域が拡大化する。
城下成立から万治2年までに一乗谷から次の寺院が転入している。 (日)妙性寺、(日)常楽寺、
(日)教徳寺、 (天台律) 宝蔵寺、(曹)慶宗寺、(日)本妙寺、(天台律)長運寺、(日)妙観寺、
(浄土)安養寺、(浄土) 清源寺、(天台律) 全龍寺、(天台律)光照寺、(天台律)西厳寺、(天台
律)蓮台寺、(日)顕本寺、(日)妙経寺、(天台律)西念寺、(真 ・本)教重寺。 また結城から(曹)
金西寺、(曹)安穏寺、(曹)乗国寺、(真 ・大谷)本証寺、(真 ・大谷)長久寺、(臨)華蔵寺、(日)
関東妙国寺、(真言)医王寺、(曹)考顕寺、(真言)常福院が移転し、さらに(曹)茂林院、(真 ・
大谷)西念寺、(曹)恕想院の寺院が創建され、福井城下各地に配置されている。 4)
(2) 万治 2年、寛文 9年の大火後(図 2)
万治2年 (1659) 春、現在の柴田神社付近の組屋敷から出火し大火5) となり、現在の大名広路
から片町・ 呉服町一帯を焼き尽く す。 城西の町屋と城北の町屋との境に西御堂(本願寺派福井別
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図 1. 万治 2 年 (1659 ) 以前『福居御城下之絵図~ (絵図 1 )にみる寺院集積地
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図 2. 貞享 2 年 ( 1669) W福居御城下之絵図j] (絵図 2) にみる寺院集積地
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図 3 . 正徳 3 年 ( 1 7 1 3) ~福井御城下之絵図JI (絵図 3) にみる寺院集積地
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図 4. 文化 3 年 ( 1806 ) ~福井御城下之絵図JI (絵図 4) にみる寺院集積地
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図 5 . 明治 19 年 ( 1888) W福井市街全図~ (地図 1 )にみる寺院集積地
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院)をはじめとする多くの寺院が並んでいたが、城下周辺部へ移転している。すなわち、(真・本)
西御堂、(真・本)興宗寺、(真・本)本覚寺、(真・本)千福寺、(真・本)照護寺、(真・本)真
宗寺が城北に移転して西御堂寺町を形成し、田原寺町には(真・本)光明寺、(真・本)勝楽寺、
(真・本)法円寺、(真・本)正善寺、(真・本)玄照寺、(真・本)宋源寺、(日)本承寺が移転
元は不明だが、貞享 2年までに当地に移転し集積している。また、(真・本)浄悌寺、(真・大谷)
浄得寺、(真・大谷)称念、寺、(日)妙蔵寺が足羽山南寺院集積地区に移転している。
万治 2年 (1659) の大火から 10 年後の寛文 9年 (1669) 春、城下の東南部勝見(現在の勝見
一丁目)の永雲寺(現廃寺)から出火、これも大火となる。この大火は福井城下の大部分を焼失
するに至り、天守閣も含めて福井城は全焼する。大火後、城之橋寺町と勝見寺町の(曹)寛天寺、
(浄土)大仙寺、(真言)専命院、(曹)茂林院、(曹)宗福寺、(曹)恵雲寺、(曹)金西寺、(日)
妙性寺、(日)妙長寺が城下東端の外中嶋に移転、外中嶋寺町を形成する。
城之橋寺町跡地には侍屋敷を転入させ、侍屋敷があった所は火除地として菜園地をつくる。
この 2回の大火の後、福井城下では寺町を名のつく石場寺町・西御堂寺町・田原寺町・外中嶋寺
町が配置された状態となる。
(3) 貞享 3年の大法後(図 3)
貞享 3年 (1686) の貞享の大法的により、武家屋敷や足軽組屋敷の多くが空き地となりやがて
畑地となる。これに伴い、福井藩に残った藩士も禄高は半減し、武士層を消費者とする商人達も
困窮し城下町は衰微するが、寺院集積に大きな変化はみられない。
(4) 松岡藩との併合状況(図 4)
享保 6 年 (1721) 、福井藩七代松平吉邦の死後、その兄の松岡藩主松平昌平が宗昌と改名 して
九代福井藩主を継承すると、松岡藩五万石は併合されて福井藩は 25 万石から 30 万石となり、松
岡藩士も続々と福井城下に移転してくる。それに伴い寺院の移転がみられ、松岡より福井城下に
は石場寺町に(日)宗円寺、足羽山南に(日)泰遠寺、(臨)縁成寺が移転している。
この後も大火は相次ぎ 1765 年(明和 2) から幕末までに 500 軒以上焼失する大火は 9 件あり、
風水害もあり一部に寺院の移転がみられるが、大きな変化はない。
(5) 明治(図 5)
明治元年 (1868) 神祇官の再興および太政官布告による神仏分離令により福井城下でも神仏分
離が行われ、神社となるところや廃絶する寺院がある。また、明治4年 (1874) の廃藩置県に伴
い、福井城下では侍屋敷の開放や濠の一部埋め立てが行われ、これらの土地に官庁、学校などが
雑居したため城下町の景観は大きく変化する。
4. 各寺院集積地の景観
ここでは、表 1'"'-'10 をもとに各寺院集積地の景観について検討する。
まず石場寺町(表 1 )は、古くから多くの寺院が集積しており、寺院の入れ替えがあるものの
安定している。
西御堂寺町(表 2) は、万治 2年 (1659) の大火後に柳町にあった西御堂を中心とした浄土真
宗本願寺派の寺院が揃って移転し、寺院集積地区を形成している。現在でも本願寺派の寺院が多
く存在する。
田原寺町(表 3) は、西御堂寺町と同様に万治 2年の大火後に形成された寺院集積地区である。
外中嶋寺町(表 4) は、寛文 9年 (1669) の大火後に造られ、万治 2年以前の絵図には寺院の
集積は見られない。表 4 によると、一時期多くの寺院集積がみられたが(最大 14件)、多くの寺
院が他の集積地に移転している(現在では、わずか 3件)。移転する年は寺院により様々であるが、
土地が空いた後もこの地に寺地を定める寺院は全くない。この理由は城下の西は街道があり古く
から栄えており、城下東の端にあった外中嶋寺町地区は発展することなく縮小せざるを得なかっ
たのではないかと考えられる。
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表1.石場寺町寺院集積地区(現福井市九十九 2 丁目付近)
.1立隼lt. ‘所 事地に移転するまでの経鱒 万柑 2以前 貞事 2 (園 E・ 3 (閏 安最初 文化 3 (図 明抽Ig (I!I 現在 偶者(悶 1) 2) 3) 4) 5) . 植民・降車軸
(曹)事憶場 。 。 。 。 。 。
'"・ 3 (1反則 慶長6 (1個 1) 黒谷より当旭h 晒*由(1・“}岨足後"'"に合併{曹)慶察院 。 。 。 。 。 ? 一般谷
元.7 (1帥ω に生輯の不岨が..し
( 日)正法令 。 。 てφ'*'貨収
外司p・・・・Tより元禄8 (16蝿}正法. 暗和12 (193') 懐紙町内
(曹)量百守 略亀へ 。 。 。 。
;a.7 (l69()に邑轟的不鎗が..し
( 日 ) 普行令 。 。 て・穂役奴
a正徳隼<1'(同四~ 外中‘"'"Tより元徐 8 (1帥6) .行噂 町和10 (19話}錠鮪町内(日)妙性寺 ..へ 。 。 。 。担} ・ー乗谷
応曹匁中{日明~ 慶長7 (1曲目当組A(曹) 安祖母' 。 。 。 。 。 。 。'5) ー 鎗械
文明 2 (1<'0) ... (1剖1) -.-1>より当絶へ 9帳谷に.llZしたとも、う也lItあり(日)常司隆寺 。 。 。 。 。 。 。外金属
弘治元(15日} 事保3( 日 ) Jjt円寺 。 。 。 (1718) ・R肉 。 。 。当ltI
。に改解
(日);本経令 東ヨ区元 (1師‘} 。 。 。 。 。 。当.
ー同d、後 {石川保}に移るが、~応年
(曹) 絶光寺 実正II (1 5回} 中 (1652--日}当1tI，、 。 。 。 。 。 。 。
文安・<1' ( 1叫4- 度長隼筒 (1邸調5-1615) ー乗谷より当( 日 ) 敏穂令 柑} ・ー熊谷 組へ 。 。 。 。 。 。 。
ヨ母朱初年には奇(，がみられず、宣眉10
(曹} 踊林寺 。 。 。 (1 11剖}に再.'!-として今庄村へ
(曹) "'.寺 。 。 。 。 。 。 。
iC!場 7 (I e~) にlI".・Eの不・'1I~.掴L
( 日)本帰宅' 。 。 て舟他校奴
外<1'..町より x後 8 (国師)*". 司区保初期 期余郡，、の移伝は...町みの移転向宵
t曹】 JI:予ミ寺 a険‘'内 司島地へ 。 U7US-斑} 飽性
F管制ト
実和元 ( 1個1) ・ x宜 5 (17岨)鐙関より当絶へ 胃京剖 (1945) ・:Jl・ { 自}威内'に(8) 来同等 。 。 。 合併官図師松岡
(天台)宝蔵 慶長隼間[悶輔- 1615) ー.谷より当 明利7 明倫括{閉ま2) 大火眠録後第伝
司書 1IIへ 。 。 。 (1110) 費量 。 。
察に盈袋
信行守 。 。
[表記 表中の項目について、「万治2年以前(図 1 ) J は、万治 2年 (1659) 以前『福居御城下之絵図J (絵図 1 )に
基づく。以下「貞享2年(図 2) J は貞享 2年 (1669) W福居御城下之絵図JI (絵図 2) 、「正徳 3 年(図 3) J は正徳 3年
(1686) W福井御城下之絵図JI (絵図 3) 、「安永初J は史料 3 r福井城下寺社号誌』、「文化 3年(図 4) J は文化 3年
(1806) r福井御城下之絵図JI (絵図 4) 、「明治 19 年(図 5) J は明治 19 年 (1888) r福井市街全国JI (地図 1 )に依っ
た。 なお「現在j は、『都市地図福井県 1 福井市JI (参考文献)に依った。
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表 2. 西御堂寺町寺院集積地区(現福井市松本4丁目付近)
創立年代 ・絹所 車地に移転するまでの&.Il 方椅 2以前 貞事 2 (国 正笥 3 (国 安'*初 文化 3(園 明治同(園 現在 備"t{園 1 ) 2) 3) 4) ~) 
Cllt ・本)首 交正日 【，585)樟町→þ'9(1臼る)匝失 明抽包 . 
御堂 し再.しよ う とするが万槍2大火'貨当 。 。 。 。 (1町志} 盲目" 。
組内 .，... ...・4
(寓 ・ 本興串 建治2 (1216) .に却慣にIJ~ . .1島6 (1伺1)岬町
守 省医ヲ宇田 へ〈・}ーー万治2大火...へ 。 。 。 。 。 。
(真・本)地区 :iE.2 (12園} 掴費『暗主・秀賞の嘱岬町へ→万槍2
貴婦' 是羽田 女火.‘.'、 。 。 。 。 。 。
{禽・本) 千 Ul轟-þ隼'" (同副~剖}線下片
福寺 寛正5 (1‘届} 町~万治27<:火後‘.'、 。 。 。 。 。
Clt .本} 照 向債の時代却慣 ・ 圏中金転々 と 住吉実台僚で高橋2 (1詞.，に~.. 
.寺 し、 **主纏秀放の唱園町内『万治2大 。 。 。 。 。 。|火鐘益処へ
CIIt ・ 本)本 東本a匹。 《崎制~
向9支坊 掴J 。 。 。 。
{寓 ・ 本)真 正事2 ('2国} "*5 【，.坦)相町へ『芳訓告2町大火 昭杭由(19<5) 融民後昭和'1 (1・62)剖
宗寺 .l: (?!O '良型車鋼!，、 。 。 。 。 。 。 tt，、
昭和目 (1951) 機餅町内
( 目 )妙法寺 。 。 。 。 。 。
(梓土}ー最 昭和措(，輔1) みどり町へ
守
。 。 。 。 。 。
昭和10 (Jg括}向山昌弘へ
(時)集』人命 。 。 。 。 。 ? 
{真・ 大谷} 宜Jl 3 (174 昭和'6 (1，，1)敏之島へ
電厳令 。 引 7・eに 。 。
01:陣
表 3. 田原寺町寺院集積地区 (現福井市田原2丁目付近)
創立年代・場所 当地に移転するまでの経嶋 万治2 以前 直寧 2 (国 正徳 3 (国 安当k初 文化 3 (図 明治' 9(図(図 1) 2) 3) 4) 5) 現在 傭"t
(糞 本)党 実刑2 (1緩ま2) ・ 当
明寺 • 
。 。 。 。 。 。
{真 ・ 本}尉
現噂
。 。 。 。 。 。
(真 ・本) 註
R宅
。 。 。 。 。 。
(真・ 本}正 生省天台規慢で軍如上人に例。配した後惨土
.噂 ヌ王5 (1町8) 。
。 。 。 。 寓療にOÞ:衆
{真本)主 主"5 (17日} 住吉天台宗で軍向上人に鍋依した・隆文明
'且帯 。 。 ....，こ改~ 。 。 。 5 (1‘w得土真集に放策
(真 ・ 本}事 東冒室内より移転して$唖@来となる
冒険 。 。 。 。 。 。
(目)本承令 延宜8 (1醐} 。 。 。 。 . 
{真曹)普賢 慶長6 ('曲1) 当.'、
院
。 。 。 。 。 。 。
(神土J 大仙
唾 。 。 。 。
(真 ・大谷) 明103 (日輔) 九十九偏北から当.'、
冒邑曹時 。 。 ? 
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表 4. 外中嶋寺町寺院集積地区(現福井市日之出 4 丁目付近)
万治 2以前 直事 2 (国 正徳 3 (園 文化 3 (図 明治19(悶.1宜:年代・揖所 当地に移伝するまでの経鱒
(図 1) 2) 3) 
安;1<.初
4) 6) 
現在 傭禽
宜主@大火有産省怠iこ.から・.. を寄II 王争u . 
(曹)寛買命 損険福脊内 される 。 (1輔}宅E・
<!>II組Æ:-、
{神土)大tIJ *事~ (1<37) u元(16凪J 高図〈現lIIa) より. 奥羽~a 大llIt・
寺 晴. 見村へ司直文9 大火後当..-、 。 回原@町泊区
，、
(真曹)専命 宜露呈
。 。 (17岨}丹生院
11へ
{真曹)宝漕 結線より資総へ 江戸中期、 ... 障と併合
。 。 。
院
(真雷}按蝉 融緩より当.. へ 元文正(1796) 頃.蝿町にあった
院 。 。 {実)障調~<\Oと@地"空織する、併合iする"、う殴恥あり
(真書)御園陸
。宅努
慶長 6 (1曲1) -';X9 大火唱貨当..-、(曹)茂幹院 織之繍φ町 。 。 。 。 。 。
*正. (1607) 慶長年間 (IS輔-1615) ..之繍舟町に(曹}集福寺 逮位掴村 移転~U9大地削へ 。 。 。 。 。 。
-';X9 大火後建組iこ・から<\0.. 金容遭 安*5
(曹)恵冨等 される 。 。 。 (1門前三園
へ
... (1嗣1)韓犠より峻主情。町へ 元禄8
(曹)企西寺 →宜文@大火直畢俊道徳へ 。 (1&輔}石a・
。.. ，住区へ
誕If'匹'" (1‘圃~ 慶長年間 m輔-1615) 織立繍.IIに i<l最8(日)妙性寺 目} ・一.答 移転ー.-.;女@大火圃蝿綾当..へ 。 (l6!・6) 石.
管町'j!Ij__IK.. 
慶長 7 (16叫) -';X9 大火掴蝿'貨当鎗へ
(日)妙長寺 。 。 。 。 。 。睡畏荊
文化匁φ 江戸中期には・婚のみで111.，問燃と
(曹)11-.畠寺 。 。 。 。 (1帥J-) に な。たので.文化.'"に符号移転
三園内
{真・大谷) -';*10 (1 6回} ."'3 草加元(1801) 大火彊築後移転
芭念寺 当地 。 。 。 。 (1凹3) 恵比
ロへ
"'.来(-
(曹)情光院 。 。 1716) 頃木関
，、
表 5. 勝見村寺院集積地区(現福井市御幸 1 丁目・勝見 1 丁目付近)
書l立年代・場所 当地に移転する主での経鎗 万治 2 以前 Jl:*2(図 正徳 3 (図 安司k初 文化 3 (園 明治日(園 現在 備.. (図 1 ) 2) 3) 4) 5) 
;&吉元(1叫1) 慶長. (10''') ・e検宏事復命として当(曹)畢園券
晴雄 世へ
。 。 。 。 。 。 。
{真大答) 鎗鎗とともに蛍組内
。 。 。 。 。 。本包帯
{真・本}真 朝倉長調è1I*臣 度.・'"に.~.町~宜主11 (1 芭吉天台宗で宜文句匡中(1砧1-73) に611) 大火置聾'貨当雄九 。 。 。 。 。 。 引砂土3民怠 tこ珍書轟@ が幽e・・l立
{寓 ・ 大谷) 度昼. (1冊 1 ) 鎗織よ り当箱，、 住吉実台刻慢で軍如上人に帰依した後棒
。 。 。 。 。 。 。 土真療にと金集長A守
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表 6. 福井別院寺院集積地区(現福井市花月 1 丁目、照手 1 丁目・ 2 丁目、
順化 2 丁目、春山 2 丁目付近)
. 
'1立年代・揚所 菌培に移転するまでの佳織 方橋 Z以前 JII~匹 2 (国 正徳 3 (園 安当k初 主化 3 (11 明治19(園 現在 ‘'号(聞 1) 2) 3) 4) 5) 
{真・究事} .'"隼ゆ(1制3-臼〉に滋IIへ
福井!'I院本瑞 究明 3 (1471) 。 。 。 。 。 。 。
事
司区・H
{臨)宝車券 元紺 4・(1引の 。 。 (1114) .... 。 。
。に信号
(日}園東 腹:l: ð (1制1) '1111より a量権へ
。 。 。 。 。 。
妙liI噂
(浄土)滑嵐 明応""'(14眠~ 実正π (1513-1同日 111谷より当地 創隆司lま3高官JI盛寮. ..集中に浄土
l?l) . 一掃替 へ 。 。 。 。 。 。 。 Il寮に1l!寮噌
(真・本)捗
嘩号争
応ホ22( "， 18) 。 ロ 。 む 。 。 。
(天台樟)全 .集団(l!11) ー鰻谷より当婚へ 。 。 。 。 。 ? 
曹E噌
{天台樟)光 大同，.中〈叫ト ..13 (l!11) 蝿谷よ勺当地へ
。 。 。 。 。 , 。
R寺 810) 
(天台樟)茜 寛仁隼中(1 011. 店長 18 (1・1 1)ー県谷より当亀へ
。 。 。 口 。 ? 。園開 )1) 
(真 ・ 本)神 実主隼中(1臼2-砧〉羽.-村か ~jtfE
下"町→万治 2 め大火後当IIへ 口 。 。 。 。 。綿等
{真曹)医王 絡線よ勺当櫓ヘ
。 。 。 。 。 , 口
寺
{真・大事) 近世銅軍奮国・か~!t庄西子安町ヘー 住吉実省当~. JI験 ð (11嗣〕浄土Il策
寛殿 6 (17Q.()現場へ 。 , に改現存慶福寺
(真・大草] '"政売(18&4)大火頒I1!Il当地へ
本構寺嶋内 ー， 。
聾排守
表 7. 九十九橋北寺院集積地区(現福井市照手 1 丁目・ 2 丁目付近)
'1宜:年代・ー所 当地に移転するまでの超高亀 万治2以前 商事 2 (園 正徳 3 (悶 安永初
文化 3 (図 明治19 (園 現在 備考
(国 1) 2) 3) 4) 5) 
(浄土)法典 ...'" 02.岨~ 実正初. (l573~目 当治へ
寺 騎}
。 。 。 。 。 。
(日}本祐寺 *・-元(15回) 。 。 。 。 。 。 。
{真・大谷) i1宝 2 (167ω 曹江(現伺111:)より当
順光守 也九
。 。 。 。 。 。
ゑ正17 (1520) Q倉氏輯亡後立正・'orr~-長者町を畢 昭*即(1045) 植民後{日)'官a・・ k合{日)*妙寺 一婚谷 て者組へ 。 。 。 。 。 。 併する
宜主元 万治2 (1.割}の大火.u;c
(6) 妙厳守 寛正呈(1460) 。 (1661)是羽 (1661)是羽山剛健1l>~
|山衝鍋IO:'、
(持土)峰松 Il童 Z (1肝ω 育江〈現網紅}より静 明治官(同副大火直畢後零側山戸、
噂 ."暗旭へ
。 。 。 。 。
弘抽3 (1m) 朝倉氏圃亡後当鎗，、 1・1・時はゆ号極海場、当"に鯵転して
(夫)畏運理学 ー嫌~
。 。 。 。 。 。 。 .万治 2 (1曲.)以前に現号に改俳
(実)西方守 。 。 。 。
(神土)成貫 。
電'
。 。 。 。 。 。
()It・大谷) 明103 在言葉冨療で文明 3 (1，世}に浄土真
..匝*
。 。 。 (17踊}図録 療にd政策、明和 3 U7'輔}街原町に移
|町. "‘・5 1.長
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表 8. 足羽山北寺院集積地区(現福井市足羽 1 丁目付近)
創立年代・場所 当地に移転する去での経摘 万治 2 以前 実事 2 (園 正徳 3 (図 安永初 文化 3 (図 明抽 19 ( !ll 現在 備考{図 1 ) 2) 3) 4) 5) 
( 日 ) 妙国寺 天女 2 (1533) 。 。 。 。 。 。
文明 1 8 (14酷} 天正 4 (1 576) 当地へ( 日)妙観寺 一第谷
。 。 。 。 。 。 。
{ 日 ] 妙永寺 。 。 。 。 。 。 。
〔浄土)安聾 文明 5 (1473) 克正 3 (1515) 当地h
宅学 ー象谷
。 。 。 。 。 。
(浄土) It光 宝-"6
院 寝袋 12 (1607) 
。 。 (l?冊) 還正 。 。 。 。
考にòt l!-
実正元(1573) 丹生師へ-1座長 6
(曹)心月寺 寛政4 (14日) (1曲 1 ) 当地へ 。 。 。 。 。 。
.保 3 ( 17拍) Jl!j長割に@号移転
(禅) 純洞考 。 。
(曹) 恕想段 芙正11 (1584) 。 。 。 。 。 。
[天) 妙貞寺 。 。 。 。
昭和 3 (8引 (I 928) ニ方郡に鯵転
(曹) 棄蔵院 。 。 。 。
(真・大谷} 王If年中 (817.. 往古天台療支明 3 (1471) 軍抑に鍋依
事正骨寺 田)
。 。 。 。 。 。 。 した後浄土真療に. 明治37 (l民，.) :本
|図崎北館h
l耳・大谷)
徳行寺
。 。 。 。 。 。 。
応ゑ 2 (1395) ・ 慶長 7 {I 6田} 柑鎗より 当箱へ(11) 植.寺 暗強 。 。 。 。 。 。
(真高田) 在ð天台宗‘調E長元(12岨}浄土真宗
仙福寺 。 。 。 。 。 に改宗
勝見村(表 5) は小規模で、はあるが、城下成立の頃から現在でも集積の規模がほとんど変わら
ず寺院が存在する。大谷派福井別院(表 6) は、一乗谷や結城から移転してきた寺院が多く存在
し、集積は城下成立後と考えられる。現在でも多くの寺院が存在する。九十九橋北(表 7) は、
古くから多くの寺院が存在するが、現在では半数以下しか当地に寺地を定めていない。足羽山北
(表 8) は、古くから多くの寺院が存在しており、寺院の転出はあるが近代以降は変化ない。足
羽山東 (表 9) は、 一時期多くの寺院が存在するが、現在では半数以下である。足羽山南(表 10)
は、寺院数が多く集積の範囲が広く密集していなし、。
以上 3 節、 4節で以下の事実が明らかになった。
①城下東部の外中嶋寺町寺院集積地区は一時期寺院が多く存在したが、 100 年ほどで寺院数が
激減する。
②他所からの寺院の移転は寺院集積しているところに寺地を定める場合が多い。
③寺院集積は近世にその形成を終えており、その後移転による集積の変容や規模が小さくな
っているが、現在までほとんど変化ない。
②については、同じ種類(ここでは寺院)のものが集まるとしづ傾向の現われなのではないか
と思われる、また③については、 寺院が移転する理由は様々であるが、大規模な移転事業がなか
ったためで、はないか。
5. 宗派による寺院集積のあり方
・ 宗派別による寺院集積のあり方をみるため、絵図 1"-'4 を宗派ごとに色分けした(図 6"-'9) 。
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表 9. 足羽山東寺院集積地区 (現福井市左内町、 毛矢 3 丁目付近)
tl:tt年代揖 当地に格転するまでの経鱒 万抽2以前 直"'2 ( ~ 正徳 3 (図 安;k初 文化 3 (図 明治19 (図 現在 情考所 {図 1 ) 2) 3) 4) 5) 
嵯電元 t 1 48 克明 白 ( 1 414 ) 掴#同僚へー実正(天} 酉覚寺 1 4 (1 586 ) 当地へ 。 。 。 。 。 。 。9) ' lli. r工
明記隼中(l<師、 実正 50 (1 t:. 71 ) 一般谷より足羽山(日)嵐本寺
1501} .ー東谷 '使館『慶長 7 (1 ?0 2 ) 傘繍9創11 。 。 。 。 。 。 。
のため当!~へ
事栂元 (1 52 夫iE 5 (1 51 1) 足明山北障へ『贋{目}妙経理争
8) 一県谷 長 1 2 (1 601) ，.光院創随のため
。 。 。 。 。 。 。
当婚へ
(自] 膏慶寺
弘池 2 (1 .5.5 
, ) 。 。 。 。 。 。 。
文明.中(凶帥、 JtiE 6 (1 .5; 8 ) 当地へ(買} 富士号争
81) .-頬谷
。 。 。 。 。 。 。
，jd~売(1381) 11長 9 (1 8倒} 当地へ(日}膏福寺 続弁膨大宮匡 。 。 。 。 。 ? 。
{真雷}梅家
院
。 。 。 。 。
慶長 6 (1 ?01 ) 陪鞍より当地へ
(曹}考鼠寺 。 。 。 。 。 。
[真雪) ;t福 店長 6 (1 60 1 ) 結婚よワ当増へ
院
。 。 。 。 ロ ? 
(真曹)憲静 明治継IIH最高健
院
。 。 。 。 ロ
(真曹}宝礁
院 ロ 。 。
, 。
(真・本)浄
願寺 。 。 。 。 。
{真 田 本}円 軍政π隼 ( 1172) に {英】 先附帯持分
理R奇 。 の" "，'tと えば号り移主民政 9 ( 182町'1<弁
11浄難@に寺
{耳・本)教 文明掌中(l4師、 康長軍中 ( ISIì&-18I S】 t:当増へ 宜11 5 英保l!
草寺 ロ (17S5) 教信 。 日制1 ) 微量 。87> ー ー乗谷
"1こ恐怖 停に改称
{真本}嶋
応寺 。 ーー 。
4枚の絵図を通してわかることは、 以下の通りである0
・ 石場寺町は寺院の入れ代わりはあるが、時代を通して日蓮宗と曹洞宗の寺院が集積している0
・ 曹洞宗の寺院は石場の他に勝見、足羽山東に多い0
・ 福井には曹洞宗本山永平寺があるが、 曹洞宗の寺院は全体的に少ない0
. 城下の南部は多くの宗派の寺院が混在している。
・ 旧仏教の寺院は散在している。
- 浄土宗、天台宗、真言宗の寺院は九十九橋北 (現花月、照手)に多い。
・ 万治2年の大火後から城下北部の西御堂寺町、 田原寺町に浄土真宗本願寺派の寺院が密集し
ている。集積度が高く 、 結束しており、これは福井が「真宗王国j といわれる反映ではない
かと考えられる。
6. おわりに
本研究では、 福井城下における寺院集積地について考察した。福井城下では、寺院集積は江
戸時代にその形成を終えており 、 規模は大きくないが、現在でも寺院集積はあることが明らか
になった。また、福井城下における浄土真宗本願寺派の寺院の集積度が高いのは、「真宗王国J
の反映と考えられる。なお、 宗派による寺院集積の形成の要因 ・ 背景については、今後の課題
としたいと思う。
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表 10. 足羽山南寺院集積地区(現福井市毛矢 3 丁目、西木田 3 丁目付近)
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浄土宗
図曹洞宗
国日蓮宗
昌臨済宗
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図天台天台律宗図時宗
皿真言宗
巴浄土真宗本願寺派
層重浄土真宗大谷派
図 6. 万治 2 年 (1659) 以前『福居御城下之絵図j] (絵図 1 )の宗派別分布
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図 7 . 貞享 2 年(1669) ~福居御城下之絵図j] (絵図 2) の宗派別分布
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図 8. 正徳 3 年 (1713) W福井御城下之絵図~ (絵図 3) の宗派別分布
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図 9 . 文化 3 年 ( 1806 ) ~福井御城下之絵図j] (絵図 4) の宗派別分布
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[剖
1) r寺院集積」という用語は、千葉一輝・戸沼考市「近代以降における寺院集積の変容について東京の寺院集積地
区(寺町)に関する研究その 1 J r 日本建築学会計画系論文剣第 491 号 (1997 年)の「寺院集積地区J を参照
した。
2) 参考文献、松原信之『若越城下町古図集.ø 10 頁参照。
3) 一般に結城引越しとし、う。
4) 日蓮宗→(日)、天台律宗→(天台徐)、曹洞宗→(曹)、浄土宗→(浄土)、浄土真宗本願寺派→(真・本)、浄
土真宗大谷派→(真・大谷)、臨済宗→(臨)、真言宗→(真言)、と略称した。
5) 近世福井では春先、山から下りてくる東南の風が原因(フェーン現象)で、頻繁に大火が発生したという。
6) 貞享 3年 (1倒6) 突然幕命により福井藩は 50 万石から 25 万石に石高が半減された。この事件を貞享の大法と
いう。
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